[bookmark: _Hlk69216202]令和２年度理事会で確認した内容のまとめ（変更点）①
令和３年４月１５日
＜県学校体育研究発表大会の１日開催＞
1 令和４年度日向・東臼杵大会を１日開催（全体会）とする。それ以降は原則として、毎年１日開催とし、全体会と各部会を隔年で交互に開催する。
2 全体会での特別講演、口頭発表についてはこれからの検討事項（時間内に収まらない）
3 [bookmark: _GoBack]令和4年は11月18日（金）全国学体研11/10～11（滋賀）、九州学体研（長崎）10/27or28

＜会議の削減＞①～➃は当年（２日減）　➄は翌年（１日減）
1 地区実行委員会5回→4回
　　〇例年７月に行っていた地区役員全体での集合をやめる
　　〇それぞれ別に日に集まったり、事前研で打ち合わせをしている現状

2 県研究部会６回→４回　※名称：合同研究会から県研究部会へ
　　〇５月から月１回のペースで行っていたが、６月と８月は行わない
　　〇その間は各体連の研究部会で指導案の検討を行う
　　〇５（４）月から指導案検討をスタートする

3 県実行委員会４回→2回
　　〇最初と最後の地区実行委員会は県実行委員会と合同にする
　　〇残りの２回は地区の理事長が進行、地区の会長が議長

4 県準備委員会１回→０回　理事会の中で承認、会議は半日にする
〇理事会の午後に、開催地区の会長・理事長・研究部長が参加している。
　〇理事会のメンバーは午前中の内容を２回協議することになる。
　　〇短い説明のためにわざわざ来ていただいているので

5 県準備委員会（次年度開催地区）４回→３回（７・１１・２月）
　　〇第３回は全体で集まり、概要と研究内容を確認する

＜会議参加者の整理＞　※別紙一覧表
○授業者は県研究部会（１５：００）からの参加にして負担軽減
必要に応じて実行委員会に参加を依頼する。
○県理事長は必要に応じて開催地区地区実行委員会へ参加する。
小体連と特別支援教育部会は、地区理事長へのサポートが必要か。
